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平成３０年度第１回総合教育会議 資料 

◆授業参観による子どもの様子の把握と 

授業改善に向けた取組 

学校運営についてともに考える学校の応援団 

◆学校課題への対応を協議（取組の連携・共有） 

◆学校評価 

コミュニティ・スクール推進状況について 

１ 導入の経緯 

  ・教育ビジョンへ新たな取組として位置づけ。（平成２８年３月） 

  ・国のコミュニティ・スクールの推進体制構築事業を受け、２校を研究取組校として指定。（平成２８年度） 

  ・同事業を受け、研究取組校を５校に拡大。（平成２９年度） 

  ・ゆめづくり協働事業交付金による推進。（平成２９年度 地域部） 

２ 推進体制 

  ・名張市小中一貫コミュニティ・スクール推進協議会にて、市の方向性等を協議。 

  ・先進地視察、フォーラム等参加による調査・研究。 

  ・教職員・保護者・地域への周知研修会。  

  ・周知リーフレット等の作成。 

  ・サポート事業の実施。 

  ・研究取組校（５校）による導入に向けた取組。 

３ 設置校 

４ 設置校における具体の取組 

 ①学校運営への参画 

平成２９年４月 ２校 

  つつじが丘小学校・南中学校 

平成３０年４月 ５校 

  比奈知小学校・錦生赤目小学校・箕曲小学校 

  百合が丘小学校・赤目中学校

◆「地域のよさ・課題・育てたい子どもの姿」を熟議 ◆小中一貫教育の内容について提案・協力依頼 
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◆地域ボランティア・コーディネーターの位置づけ ◆ボランティア募集への取組 

◆地域の清掃活動 ◆番町ごとに実施した市総合防災訓練 

◆つつじっ子会議 

◆子どもフェスタへの子どもの参画 

子どもの願いを地域へ 

地域の願いを子どもの参画により実現 

学校支援体制のさらなる充実 ②学校支援の充実 

③地域貢献の場づくり 

５ 今後の推進予定 

 平成３１年4月 １１校 設置 

 平成３２年4月  1校 設置 
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